
(57)【要約】

【課題】本発明は高齢者や身体不自由な方の着替えを容

易にした衣類を提供することを目的とする。

【解決手段】本発明の衣類は、身体の一部を挿入して着

用する衣類において、当該衣類に形成された身体の挿入

口の縁に衣類の着脱を補助する環状のひも（３０，３２

）が設けられている。かかる構成とすることによって、

ひもに指をかけて衣類を着用することが可能となる。

【選択図】図２

JP 2007-239129 A 2007.9.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 身 体 の 一 部 を 挿 入 し て 着 用 す る 衣 類 で あ っ て 、
　 当 該 衣 類 に 形 成 さ れ た 身 体 の 挿 入 口 の 縁 に 衣 類 の 着 脱 を 補 助 す る 環 状 の ひ も が 設 け ら れ
た 衣 類 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 衣 類 は 身 体 の 下 半 身 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 身 体 の 挿 入 口 は 該 衣 類 の 腰 回 り 部 で あ り 、
　 該 腰 回 り 部 は 帯 状 部 材 の 両 端 を 該 衣 類 の 前 方 で オ ー バ ー ラ ッ プ し て 腹 部 を 開 閉 可 能 と す
る よ う に 形 成 さ れ て な り 、
　 前 記 環 状 の ひ も が 該 帯 状 部 材 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 衣
類 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 衣 類 は 身 体 の 腰 部 か ら 股 下 部 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 身 体 の 挿 入 口 は 該 衣 類 の 腰 回 り 部 で あ り 、
　 該 腰 回 り 部 は 帯 状 部 材 の 両 端 を 該 衣 類 の 前 方 で オ ー バ ー ラ ッ プ し て 腹 部 を 開 閉 可 能 と す
る よ う に 形 成 さ れ て な り 、
　 前 記 環 状 の ひ も が 該 帯 状 部 材 の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、
　 更 に 、 前 記 帯 状 部 材 の 一 方 端 側 と 該 股 下 部 と の 間 に 設 け ら れ て 身 体 の 腹 部 を 覆 う 左 腹 部
部 材 と 、
　 前 記 帯 状 部 材 の 他 方 端 側 と 該 股 下 部 と の 間 に 設 け ら れ る 身 体 の 腹 部 を 覆 う 右 腹 部 部 材 と
、
　 前 記 帯 状 部 材 の オ ー バ ー ラ ッ プ に 伴 っ て 該 左 腹 部 部 材 と 該 右 腹 部 部 材 と が オ ー バ ー ラ ッ
プ す る 領 域 に 配 置 さ れ る 面 フ ァ ス ナ ー と 、 を 備 え る 請 求 項 １ に 記 載 の 衣 類 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 衣 類 は 、 前 記 腰 回 り 部 か ら 前 記 股 下 部 に か け て 前 記 左 腹 部 部 材 又 は 右 腹 部 部 材 を 開
放 す る 前 開 き の 下 着 で あ る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 衣 類 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 衣 類 が 身 体 の 足 部 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、
　 前 記 身 体 の 挿 入 口 は 該 衣 類 の 足 首 回 り で あ り 、
　 該 衣 類 の 足 首 回 り に は 伸 縮 可 能 な 口 ゴ ム 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 環 状 の ひ も は 該 口 ゴ ム に 取 り 付 け ら れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 衣 類 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 環 状 の ひ も が 該 口 ゴ ム に 踵 側 に 設 け ら れ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 衣 類 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 衣 類 が 足 部 の つ ま 先 か ら 踵 に か け て 着 用 さ れ る も の で あ る 、 請 求 項 ５ 又 は ６ に 記 載
の 衣 類 。
【 請 求 項 ８ 】
　 環 状 の ひ も が 断 面 略 円 形 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か に 記 載 の 衣 類 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 衣 類 の 着 や す さ の 改 良 に 関 し 、 特 に 、 高 齢 者 、 幼 児 、 妊 婦 、 患 者 、 身 体 障 害 者
等 の 力 不 足 や 身 体 の 不 自 由 な 人 （ 以 下 、 「 不 自 由 者 」 と い う 。 ） が 身 に つ け や す い よ う に
改 良 し た 衣 類 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 下 半 身 な ど を 自 由 に 動 か す こ と の で き な い 不 自 由 者 は 、 下 着 や 靴 下 な ど の 衣 類 を
着 替 え る と き に は 介 護 者 の 手 を 借 り る の が 一 般 的 で あ る 。
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　 不 自 由 者 向 け の 下 着 と し て 、 例 え ば 、 パ ン ツ の 前 側 を そ の 中 央 部 か ら 左 右 に 切 り 開 い て
前 あ き を 大 き く し て 、 お し め の 取 り 替 え や カ テ ー テ ル の 取 り 扱 い を 容 易 に し た 介 護 用 パ ン
ツ が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
　 ま た 、 パ ン ツ の 股 下 部 に 大 き く 孔 を 開 け て 人 の 排 泄 器 を 露 出 し 、 該 露 出 孔 を 帯 状 の 布 で
開 閉 可 能 に 覆 っ て 、 該 パ ン ツ を 脱 が ず に 排 泄 す る こ と が で き よ う に し た パ ン ツ も 提 案 さ れ
て い る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 不 自 由 者 が 介 護 者 の 手 を 借 り る こ と な く 下 半 身 用 下 着 や 靴 下 を 身 に つ け る こ と を
可 能 と す る 補 助 器 具 も 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３ 、 ４ ） 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ ２ ８ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ １ ２ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ １ ９ ９ ５ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ７ ０ ９ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 不 自 由 者 に は 、 下 半 身 の み な ら ず 、 指 が 自 由 に 動 か な か っ た り 、 手 指 の
握 力 が 極 め て 弱 い 者 も い る 。 握 力 が 弱 い 者 に は 補 助 器 具 類 の 使 用 は 難 し い 。 上 述 し た 下 着
で は そ の 着 替 え に な お も 介 護 者 の 助 力 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 下 着 な ど の 着 替 え は 体 を 露 出 す る た め に 不 自 由 者 自 身 が 行 い た い も の で あ る 。 ま
た 、 不 自 由 者 自 身 が 下 着 の 等 の 着 替 え を 行 う こ と が で き れ ば 介 護 者 の 負 担 も 減 少 し て 好 ま
し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 は 、 不 自 由 者 の 衣 類 の 着 替 え や 装 着 を 容 易 に し た 衣 類 を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 の 衣 類 は 、 身 体 の 一 部 を 挿 入 し て 着 用 す る 衣 類 に お い て
、 当 該 衣 類 に 形 成 さ れ た 身 体 の 挿 入 口 の 縁 に 衣 類 の 着 脱 を 補 助 す る 環 状 の ひ も が 設 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 不 自 由 者 が ひ も に 指 や 手 首 を か け て 衣 類 を 容 易 に 着 脱
（ 着 衣 あ る い は 脱 衣 ） す る こ と が 可 能 と な る 。 衣 類 は 身 体 に 着 け る 布 地 な ど で あ っ て 、 上
着 、 下 着 、 肌 着 、 靴 下 、 手 袋 、 サ ポ ー タ ー 等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 衣 類 は 身 体 の 下 半 身 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、 上 記 身 体 の 挿 入 口 は 該
衣 類 の 腰 回 り 部 で あ り 、 該 腰 回 り 部 は 帯 状 部 材 の 両 端 を 該 衣 類 の 前 方 で オ ー バ ー ラ ッ プ し
て 腹 部 を 開 閉 可 能 と す る よ う に 形 成 さ れ て な り 、 上 記 環 状 の ひ も が 該 帯 状 部 材 の 両 端 部 に
そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 帯 状 部 材 と し て は 、 弾 力 性 の あ る 繊 維 な ど を 織 込 ん だ 布 地 、 テ
ー プ 状 の ゴ ム ひ も 、 布 地 を 折 り 返 し た も の 、 単 な る 布 地 の 一 部 で あ っ て 腰 回 り 部 に 該 当 す
る も の な ど が 該 当 す る 。 帯 状 部 材 は 必 ず し も 他 の 部 分 と 明 確 に 区 別 可 能 な 別 体 と し て 構 成
さ れ て い る こ と を 要 し な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 か か る 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 パ ン ツ 、 ズ ボ ン 、 ス カ ー ト 、 ト レ ー ニ ン グ パ ン ツ 、 パ
ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ 、 ガ ー ド ル 、 ペ チ コ ー ト 等 の 衣 類 の 着 脱 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 衣 類 は 身 体 の 腰 部 か ら 股 下 部 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、 上 記 身 体 の 挿
入 口 は 該 衣 類 の 腰 回 り 部 で あ り 、 該 腰 回 り 部 は 帯 状 部 材 の 両 端 を 該 衣 類 の 前 方 で オ ー バ ー
ラ ッ プ し て 腹 部 を 開 閉 可 能 と す る よ う に 形 成 さ れ て な り 、 上 記 環 状 の ひ も が 該 帯 状 部 材 の
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両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 更 に 、 上 記 帯 状 部 材 の 一 方 端 側 と 該 股 下 部 と の 間 に 設 け ら れ
て 身 体 の 腹 部 を 覆 う 左 腹 部 部 材 と 、 上 記 帯 状 部 材 の 他 方 端 側 と 該 股 下 部 と の 間 に 設 け ら れ
る 身 体 の 腹 部 を 覆 う 右 腹 部 部 材 と 、 上 記 帯 状 部 材 の オ ー バ ー ラ ッ プ に 伴 っ て 該 左 腹 部 部 材
と 該 右 腹 部 部 材 と が オ ー バ ー ラ ッ プ す る 領 域 に 配 置 さ れ る 面 フ ァ ス ナ ー と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 か か る 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 不 自 由 者 が ひ も に 指 や 手 首 を か け て 衣 類 の 腹 部 を 大 き
く に 開 く こ と が で き 、 衣 類 の 着 替 え （ 着 脱 ） が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 衣 類 は 、 上 記 腰 回 り 部 か ら 上 記 股 下 部 に か け て 上 記 左 腹 部 部 材 又 は 右
腹 部 部 材 を 開 放 す る 前 開 き の 下 着 で あ る 。 こ れ に よ っ て 、 下 着 を 下 腹 部 ま で 開 く こ と が で
き 、 介 護 に 便 利 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 衣 類 が 身 体 の 足 部 に 着 用 さ れ る も の で あ り 、 上 記 身 体 の 挿 入 口 は 該 衣
類 の 足 首 回 り で あ り 、 該 衣 類 の 足 首 回 り に は 伸 縮 可 能 な 口 ゴ ム 部 が 設 け ら れ 、 上 記 環 状 の
ひ も は 該 口 ゴ ム に 取 り 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 靴 下 や サ ポ ー タ ー の 着 脱 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 環 状 の ひ も が 該 口 ゴ ム の 踵 側 に 設 け ら れ る 。 こ れ に よ っ て 、 靴 下 や サ
ポ ー タ ー の 着 脱 が 容 易 に な る と 共 に 、 足 の 甲 回 り に 当 該 衣 類 を 回 す こ と が で き 、 つ ま 先 、
踵 な ど の 位 置 に 衣 類 を フ ィ ッ ト さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 衣 類 が 足 部 の つ ま 先 か ら 踵 に か け て 着 用 さ れ る も の で あ る 。 こ れ に よ
っ て 、 当 該 衣 類 を 足 の 甲 回 り に 回 す こ と が で き 、 つ ま 先 、 踵 な ど の 位 置 に 衣 類 を フ ィ ッ ト
さ せ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 好 ま し く は 、 上 記 環 状 の ひ も は 断 面 が 略 円 形 で あ る 。 断 面 長 方 形 の も の （ テ ー プ 状 の ひ
も ） よ り も 指 や 手 首 が 輪 の 中 に 通 り や す く 、 強 度 も 相 対 的 に 高 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 環 状 の ひ も を 有 す る 衣 類 に よ れ ば 、 ひ も の 輪 に 指 や 手 首 を か け て 衣 類 を 着 脱 す
る こ と が で き る の で 身 体 の 不 自 由 な 方 の 衣 類 の 着 脱 が 容 易 化 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 本 発 明 の 衣 類 は 不 自 由 者 が
自 分 で 衣 類 を 装 着 出 来 る よ う に 、 不 自 由 者 が 衣 類 を 引 き 上 げ あ る い は 引 き 下 げ 易 い 部 分 に
ル ー プ を な す ひ も を １ つ 又 は 複 数 設 け て い る 。 第 １ の 実 施 例 で は 衣 類 で あ る パ ン ツ の 前 側
を ひ も で 開 い た り 、 閉 じ た り す る こ と が で き る 。 第 ２ の 実 施 例 で は 、 衣 類 で あ る 靴 下 を ひ
も で 移 動 し て 挿 脱 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 衣 類 を 示 す 説 明 図 で あ り 、 図 １ は 当 該 衣 類 の
正 面 図 、 図 ２ は 当 該 衣 類 の 斜 視 図 で あ る 。 両 図 に お い て 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す 衣 類 は パ ン ツ （ 下 着 ） の 例 を 示 し て い る 。 パ ン ツ は 身 体 の 下 半 身 に 着 用 さ れ
、 身 体 の 下 半 身 の 腰 部 、 腹 部 、 臀 部 、 股 下 部 の 形 状 に 対 応 し た 形 状 を し て い る 。 同 図 に 示
す よ う に 、 実 施 例 の パ ン ツ １ ０ は 、 例 え ば 、 吸 湿 性 及 び 通 気 性 の 良 い 綿 や ポ リ エ ス テ ル 繊
維 （ あ る い は こ れ 等 の 混 紡 ） の 布 地 を 縫 製 し て 構 成 さ れ 、 パ ン ツ １ ０ の 前 側 の 略 中 央 部 が
股 下 近 く ま で 左 右 に 大 き く 開 く 構 造 と な っ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 後 述 す る よ う に 、 パ ン ツ
１ ０ の 前 開 き 部 ２ ８ に 面 フ ァ ス ナ ー を 使 用 す る こ と に よ っ て パ ン ツ の 開 閉 は 格 別 の 力 を 要
す る こ と な く 簡 単 に 行 え る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 パ ン ツ １ ０ は 、 概 略 、 腰 回 り 部 １ ２ 、 左 腹 部 部 材 １ ４ 、 右 腹 部 部 材 １ ６ 、 左 裾 部 １ ８ 、
右 裾 部 ２ ０ 、 股 下 部 ２ ２ 、 あ き 止 ま り ２ ４ 、 臀 部 ２ ６ 、 前 開 き 部 ２ ８ 、 ひ も 部 ３ ０ 、 ３ ２
（ 図 ２ 参 照 ） 等 の 各 部 分 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 図 中 の 点 線 は 縫 い 目 を 表 し て い
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 腰 回 り 部 １ ２ は 、 例 え ば 、 ゴ ム 繊 維 等 を 織 り 込 ん で 伸 縮 性 あ る い は 弾 力 性 を 大 き く し た
帯 状 部 材 １ ２ ａ に よ っ て 構 成 さ れ て 、 身 体 の 腰 部 を 一 周 し 得 る 長 さ と 適 当 な 上 下 方 向 の 幅
と を 有 し て い る 。 帯 状 部 材 １ ２ ａ の 一 端 部 １ ２ ｂ 及 び 他 端 部 １ ２ ｄ は 、 パ ン ツ １ ０ の 前 側
の 略 中 央 部 で オ ー バ ー ラ ッ プ し て い る 。 帯 状 部 材 １ ２ ａ の 一 端 部 １ ２ ｂ の 表 側 に は 左 右 方
向 に 長 手 の 面 フ ァ ス ナ ー ４ １ ａ 及 び 断 面 略 円 形 の ひ も ３ ２ が 縫 合 な ど に よ っ て 取 り 付 け ら
れ て い る 。 同 様 に 、 帯 状 部 材 １ ２ ａ の 他 端 部 １ ２ ｃ の 裏 側 に は 左 右 方 向 に 長 手 の 面 フ ァ ス
ナ ー ４ １ ａ 及 び 断 面 略 円 形 の ひ も ３ ０ が 縫 合 な ど に よ っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 各 ひ も は
柔 軟 で 機 械 的 強 度 の 高 い 繊 維 、 例 え ば 、 ナ イ ロ ン な ど の ロ ー プ に 用 い ら れ る よ う な 繊 維 で
構 成 さ れ る 。 ま た 、 各 ひ も は ゴ ム ひ も の よ う な 弾 力 性 の あ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 パ ン ツ １ ０ の 布 地 の 腰 回 り 部 を 折 り 返 し て 袋 状 と し 、 こ れ に ゴ ム ひ も を 通 し て 縫
い 合 わ せ 、 帯 状 部 材 （ 部 分 ） １ ２ ａ を 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 パ ン ツ １ ０ の 布 地 の 腰 回 り
部 に テ ー プ 状 の ゴ ム ひ も を 縫 合 し て 帯 状 部 材 （ 部 分 ） １ ２ ａ を 構 成 し て も 良 い 。 帯 状 部 材
１ ２ ａ の 伸 縮 性 は パ ン ツ １ ０ の ず れ 落 ち を 防 ぐ た め に 望 ま し い が 、 面 テ ー プ ４ １ ａ 及 び ４
１ ｂ で 身 体 の 腰 部 を 締 め る こ と に よ っ て ず れ 落 ち を 防 ぐ こ と が 可 能 で あ り 、 当 該 伸 縮 性 は
必 須 の も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 左 腹 部 部 材 １ ４ は 、 腰 回 り 部 １ ２ と 身 体 の 左 足 大 腿 部 が 位 置 す る 左 裾 部 １ ８ 及 び 身 体 の
股 下 が 位 置 す る 股 下 部 ２ ２ と の 間 の 布 地 が 該 当 し 、 身 体 の 腹 部 中 央 か ら 左 腹 部 を 覆 っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 右 腹 部 部 材 １ ６ は 、 腰 回 り 部 １ ２ と 身 体 の 右 足 大 腿 部 が 位 置 す る 右 裾 部 ２ ０ 及 び 身 体 の
股 下 が 位 置 す る 股 下 部 ２ ２ と の 間 の 布 地 が 該 当 し 、 身 体 の 腹 部 中 央 か ら 右 腹 部 を 覆 っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 左 腹 部 部 材 １ ４ の 一 部 と 右 腹 部 部 材 １ ６ の 一 部 と は 、 パ ン ツ １ ０ の 前 中 央 部 で オ ー バ ー
ラ ッ プ し て い る 。 左 腹 部 部 材 １ ４ の 当 該 オ ー バ ー ラ ッ プ 部 分 が 前 開 き 部 ２ ８ と な っ て い る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 臀 部 部 材 ２ ６ は パ ン ツ １ ０ の 後 側 の 腰 回 り 部 １ ２ と 左 裾 部 １ ８ 、 右 裾 部 ２ ０ 及 び 股 下 部
２ ２ と の 間 の 布 地 が 該 当 す る 。 な お 、 パ ン ツ １ ０ を 構 成 す る 各 部 材 は １ つ 又 は そ れ 以 上 の
布 片 を 縫 合 し て 構 成 す る こ と が で き 、 ま た 、 １ つ の 布 片 で 複 数 の 部 材 を 構 成 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 述 し た よ う に 、 パ ン ツ １ ０ は そ の 前 中 央 部 の 前 開 き 部 ２ ８ で 左 右 に 開 放 可 能 で あ る 。
開 放 可 能 と す る た め に 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 当 該 部 分 の 左 腹 部 部 材 １ ４ の 裏 面 側 に は 腰 回
り 部 の 端 部 １ ２ ｃ か ら あ き 止 ま り 部 ２ ４ に か け て 複 数 個 の 面 フ ァ ス ナ ー ４ １ ｂ ～ ４ ６ ｂ が
取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ 等 に 対 応 し て 、 右 腹 部 部 材 １ ６ の 表 面 側 に も 腰 回 り 部 １ ２ か ら
あ き 止 ま り 部 ２ ４ に か け て 複 数 個 の 面 フ ァ ス ナ ー ４ １ ａ ～ ４ ６ ａ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
あ き 止 ま り 部 ２ ４ は 股 下 近 く に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 従 っ て 、 ひ も ３ ０ 及 び ３ ２ に 指 や 手 首 を 通 し て 左 右 に 広 げ る こ と に よ っ て 各 面 フ ァ ス ナ
ー の 係 止 が 外 れ て パ ン ツ １ ０ の 前 中 央 部 を 股 下 部 ２ ２ の 近 傍 ま で 大 き く 開 く こ と が で き る
。 こ の よ う な 状 態 で あ れ ば パ ン ツ １ ０ を 足 首 ま で 下 げ て （ あ る い は 落 と し て ） パ ン ツ を 容
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易 に 脱 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 パ ン ツ １ ０ を 左 右 に 大 き く 開 い た 状 態 で は パ ン ツ の 腰 回 り
部 １ ２ 内 に 足 を 中 に 入 れ る こ と が 容 易 に な る 。 ひ も ３ ０ 及 び ３ ２ に 指 や 手 首 を 通 し て 引 き
上 げ れ ば パ ン ツ １ ０ を 下 半 身 ま で 引 き 上 げ る こ と が で き る 。 更 に 、 ひ も ３ ０ 及 び ３ ２ を パ
ン ツ １ ０ の 前 中 央 部 で 交 差 さ せ る こ と に よ っ て 各 面 フ ァ ス ナ ー の 係 止 が 行 わ れ て パ ン ツ １
０ の 前 中 央 部 を 閉 じ る 、 パ ン ツ １ ０ を 装 着 （ 着 用 ） す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 し た 実 施 例 の 衣 類 に よ れ ば 、 身 体 の 挿 入 口 （ 腰 回 り ） の 近 傍 に 指 係 止 用 の ひ も を 配
置 し た の で 、 身 体 の 不 自 由 な 者 で あ っ て も こ の ひ も を 利 用 し て 衣 類 の 着 衣 及 び 脱 衣 を 容 易
に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 衣 類 の 前 側 を 大 き く か つ サ イ ズ フ リ ー で 開 閉 す る こ と が で き
る の で 、 カ テ ー テ ル や 排 泄 具 等 の 医 療 用 具 、 尿 袋 な ど を 装 着 し 易 い 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 示 し て い る 。 こ の 例 で は 、 衣 類 が 身 体 の 一 部
で あ る 足 が 挿 入 さ れ る 靴 下 で あ る 場 合 を 示 し て い る 。 図 ３ は 正 面 図 、 図 ４ は 斜 視 図 で あ る
。 両 図 に お い て 対 応 す る 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 靴 下 ７ ０ は 綿 や 合 成 繊 維 の 伸 縮 性 の あ る 織 地 で フ ー ト 部 ７ ２ 、 つ ま
先 部 ７ ４ 、 踵 部 、 身 体 の 一 部 で あ る 足 先 を 挿 入 す る 口 ゴ ム 部 （ 挿 入 口 ） ７ ８ 、 ひ も 部 ３ ４
等 が 形 成 さ れ る 。 ひ も ３ ４ は 上 述 し た ひ も ３ ０ 及 び ３ ２ と 同 じ も の を 使 用 す る こ と が で き
る 。 ひ も ３ ４ は 、 好 ま し く は 、 口 ゴ ム 部 ７ ８ の 縁 の 踵 部 ７ ６ 側 寄 り に 取 り 付 け ら れ る 。 そ
れ に よ り 、 靴 下 全 体 （ 踵 ７ ６ 側 ま で ） を ひ も 部 ３ ４ で 引 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 衣 類 で あ る 靴 下 を 履 く （ 着 衣 す る ） 場 合 、 不 自 由 者 は ひ も ３ ４ に 指 あ る い は 手 首 を
か け 、 足 の つ ま 先 を 口 ゴ ム 部 ７ ８ 内 に 入 れ た 状 態 で ひ も ３ ４ を 引 き 上 げ る 。 そ れ に よ っ て
、 靴 下 ７ ０ が 足 の つ ま 先 、 甲 （ 及 び 足 裏 ） 、 踵 に そ っ て こ れ 等 の 部 分 を 覆 う よ う に 移 動 す
る の で 、 靴 下 を 容 易 に 履 く こ と が で き る 。 ま た 、 靴 下 ７ ０ を 脱 ぐ 場 合 に は 、 不 自 由 者 は ひ
も ３ ４ に 指 あ る い は 手 首 を か け て 踵 方 向 、 つ ま 先 方 向 に ひ も ３ ４ を 引 く こ と に よ っ て 靴 下
７ ０ を 容 易 に 脱 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 靴 下 ７ ０ は 、 実 施 例 の よ う に 、 レ ッ グ 部 ８ ０ を 設 け な い よ う に す る と 着 脱 が よ り
容 易 に な る 。 レ ッ グ 部 ８ ０ を 設 け な い よ う に す る と 、 足 の 甲 （ フ ー ト ） を 軸 と し て 靴 下 を
回 転 す る こ と が で き 、 足 の つ ま 先 及 び 踵 を 靴 下 の つ ま 先 部 ７ ４ 及 び 踵 部 ７ ６ に 簡 単 に 合 わ
せ る こ と が で き て 具 合 が よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 の 衣 類 は 、 上 記 し た 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 内 に お い て 種 々 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 上 述 し た パ
ン ツ の 構 造 は 、 股 引 、 ズ ボ ン 、 ジ ャ ー ジ ー 等 の 下 半 身 に 着 用 す る 各 種 の 衣 服 に 適 用 出 来 る
。 ま た 、 上 述 し た 靴 下 の 構 造 は 、 手 袋 や 、 腕 や 足 の サ ポ ー タ ー 等 に 適 用 出 来 る 。
　 ま た 、 本 発 明 の 衣 類 は 、 不 自 由 者 の み な ら ず 健 常 者 が 着 用 し て も 具 合 が よ く 、 障 害 の な
い 老 人 、 幼 児 、 妊 婦 等 に も 好 適 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 不 自 由 者 の 衣 類 （ 衣 服 ・ 靴
下 な ど ） に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ 　 パ ン ツ 、 １ ２ 　 腰 回 り 部 、 １ ２ ａ 　 帯 状 部 材 、 １ ４ 　 左 腹 部 部 材 、 １ ６ 　 右 腹 部 部
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材 、 １ ８ 　 左 裾 部 、 ２ ０ 　 右 裾 部 、 ２ ２ 　 股 下 部 、 ２ ４ 　 あ き 止 ま り 、 ２ ６ 　 臀 部 、 ３ ０
， ３ ２ ， ３ ４ 　 ひ も 、 ４ １ － ４ ６ （ ４ １ ａ -４ ６ ａ ， ４ １ ｂ － ４ ６ ｂ ） 　 面 フ ァ ス ナ ー 、
７ ０ 　 靴 下 、 ７ ２ 　 フ ー ト 部 、 ７ ４ 　 つ ま 先 部 、 ７ ６ 　 踵 部 、 ７ ８ 　 口 ゴ ム 部 、 ８ ０ 　 レ
ッ グ 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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